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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結
累計期間

第57期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 67,559 70,646 91,920

経常利益（百万円） 6,739 4,738 9,142

四半期（当期）純利益 （百万円） 3,499 1,974 4,871

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
769 △419 1,834

純資産額（百万円） 40,015 40,146 40,991

総資産額（百万円） 96,743 103,187 103,439

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
72.04 40.53 100.26

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 36.0 33.9 34.6

　

回次
第57期

第３四半期連結
会計期間

第58期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
34.00 14.29

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

４．第57期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

　　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。 

    当第３四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主要な関係会社の異動は、概ね次のとおりであります。

　

[自動車・建設機械業界向け事業]　

　　新たな支配権の獲得及び株式取得の結果、アクチュエータ コンポーネンツGmbH&CO.KG他２社を連結の範囲に含めま

した。なお、平成23年11月１日付けでアクチュエータ コンポーネンツGmbH&CO.KGは、イーグル アクチュエータ コン

ポーネンツGmbH&CO.KGに商号を変更しております。

    新たに会社を設立したため、イーグル インダストリー セールス (SHANGHAI) CO.,LTD.他１社を連結の範囲に含め

ました。　

　　また重要性が増したため、EKK セールス ヨーロッパ B.V.他１社を連結の範囲に含めました。　

[一般産業機械業界向け事業]

　　重要性が増したため、EKK イーグル セミコン コンポーネンツINC.他１社を連結の範囲に含めました。

[舶用業界向け事業]　

　主要な関係会社の異動はありません。　

[航空宇宙業界向け事業]

　  主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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２【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成23年11月10日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるＫＥＭＥＬ株式会社を、平成24年４月

１日を効力発生日として、当社を存続会社とする吸収合併を行うことを決議するとともに、平成23年11月10日付にて

合併契約を締結いたしました. 

　

　（１） 結合当事企業及びその事業内容

　　　 　結合当事企業　ＫＥＭＥＬ株式会社　

　　　 　事業の内容　　舶用船尾管シール、船尾管軸受の製造・販売並びに補修工事等に付帯する業務

　        （２） 企業結合日

　　　　　　　   平成24年４月１日

　　　　　（３） 企業結合の法的形式

  当社を吸収合併存続会社、ＫＥＭＥＬ株式会社（当社の連結子会社）を吸収合併消滅会社とする吸収合

併

  （４） 結合後企業の名称

   イーグル工業株式会社

　（５） 合併に係る割当ての内容

  ＫＥＭＥＬ株式会社は当社の100%連結子会社であるため、本合併において株式および金銭等の交付は行

いません。　

  （６） その他取引の概要に関する事項

  ＫＥＭＥＬ株式会社の吸収合併は、当社の舶用業界向け事業の更なる事業体制強化に向けて実施するも

ので、具体的には、経営判断の迅速化、当社技術部門との更なる交流ならびに人材育成の強化などが期待で

きます。

  世界的な造船業界動向が不透明ななか、より一層の顧客満足度向上および企業価値向上を実現するため

に当該吸収合併を実施するものです。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

（１）業績の業況

　当第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）における経済情勢は、欧州全域に広

がりを見せた財政危機問題、それに伴う通貨ユーロへの信認低下、また、これまで堅調であった中国経済の減速等景

気の先行きに対する懸念が継続し不透明感が強まりました。　

  当社を取り巻く事業環境については、東日本大震災、タイの洪水による生産・販売面への影響、中国の金融引締政

策による建設機械業界等の需要の減退、更に円高の一層の進行による採算への影響等を受け、収益環境の悪化を余

儀なくされました。

　このような事業環境下、当社グループは当期を初年度とする三ヵ年計画（『持続性ある成長への基礎固め』－10

年後の繁栄を期して）を策定し、更なる企業価値向上実現のためグローバル規模での事業展開を行い、収益体制の

拡充に取り組んでおります。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は706億46百万円（前年同期比4.6％増）、連結営業利益は45億

33百万円（前年同期比31.7％減）、連結経常利益は47億38百万円（前年同期比29.7％減）、連結四半期純利益は19

億74百万円（前年同期比43.6％減）となりました。

　

セグメント別の事業状況は次のとおりであります。

[自動車・建設機械業界向け事業]

　自動車及び建設機械業界向け製品は、タイの洪水の影響や中国における金融引締政策の影響がありましたが、当セ

グメントの連結売上高は390億27百万円となりました。　

[一般産業機械業界向け事業]

　一般産業機械業界向け製品は、半導体業界向けを中心とした国内需要減速の一方、インド・東南アジアを中心とし

た好調な海外需要に支えられ、当セグメントの連結売上高は204億28百万円となりました。　

[舶用業界向け事業]　

　舶用業界向け製品は、船腹過剰や景気低迷による部品取替需要の減少を受けましたが、中国・韓国を中心とした新

興国需要に支えられ、当セグメントの連結売上高は83億91百万円となりました。　　

[航空宇宙業界向け事業]

　航空宇宙業界向け製品は、ガスタービン発電機用製品需要増加の一方、航空機用エンジンシールの低迷を受け、当

セグメントの連結売上高は27億98百万円となりました。

　

  （２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

  当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は５億22百万円であります。なお、 当

第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

 ②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取
引所名又は登録
認可金融商品取
引業協会名

内容

普通株式 49,757,821 49,757,821
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら

制限のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 49,757,821 49,757,821 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 49,757,821－ 10,490 － 11,337

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

119,000
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

49,299,000
49,299 －

単元未満株式
普通株式

339,821
－ －

発行済株式総数 49,757,821 － －

総株主の議決権 － 49,299 －

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

イーグル工業株式会社
東京都港区芝大門
１－12－15

119,000－ 119,000 0.24

計 － 119,000－ 119,000 0.24

（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己株式は120,166株となっております。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,469 11,975

受取手形及び売掛金 23,299 23,301

商品及び製品 2,818 3,262

仕掛品 5,188 6,151

原材料及び貯蔵品 2,890 3,307

その他 2,953 4,085

貸倒引当金 △187 △216

流動資産合計 54,431 51,868

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,632 10,359

機械装置及び運搬具（純額） 10,776 10,523

その他（純額） 5,715 8,468

有形固定資産合計 27,124 29,351

無形固定資産

のれん 6,080 6,440

その他 299 366

無形固定資産合計 6,379 6,807

投資その他の資産

投資有価証券 9,460 9,066

その他 6,141 6,205

貸倒引当金 △98 △111

投資その他の資産合計 15,503 15,159

固定資産合計 49,007 51,318

資産合計 103,439 103,187
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,314 5,151

短期借入金 14,230 13,460

未払法人税等 1,942 1,069

賞与引当金 1,654 1,089

その他の引当金 126 89

その他 11,760 13,189

流動負債合計 35,028 34,049

固定負債

長期借入金 18,136 19,802

退職給付引当金 8,152 8,054

役員退職慰労引当金 97 100

その他 1,031 1,034

固定負債合計 27,418 28,991

負債合計 62,447 63,040

純資産の部

株主資本

資本金 10,490 10,490

資本剰余金 11,363 11,401

利益剰余金 21,320 22,869

自己株式 △456 △391

株主資本合計 42,718 44,369

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96 42

為替換算調整勘定 △7,029 △9,428

その他の包括利益累計額合計 △6,933 △9,385

少数株主持分 5,206 5,161

純資産合計 40,991 40,146

負債純資産合計 103,439 103,187
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 67,559 70,646

売上原価 50,715 54,154

売上総利益 16,844 16,492

販売費及び一般管理費 10,202 11,958

営業利益 6,641 4,533

営業外収益

受取利息 133 153

受取配当金 29 169

持分法による投資利益 746 893

その他 549 443

営業外収益合計 1,458 1,660

営業外費用

支払利息 618 608

為替差損 554 692

その他 186 154

営業外費用合計 1,359 1,455

経常利益 6,739 4,738

特別利益

固定資産売却益 48 13

その他 89 1

特別利益合計 138 14

特別損失

固定資産売却損 61 0

固定資産除却損 110 50

その他 198 17

特別損失合計 370 69

税金等調整前四半期純利益 6,508 4,683

法人税等 2,271 2,044

少数株主損益調整前四半期純利益 4,237 2,639

少数株主利益 738 665

四半期純利益 3,499 1,974
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,237 2,639

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9 △53

為替換算調整勘定 △1,971 △2,306

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,486 △699

その他の包括利益合計 △3,467 △3,059

四半期包括利益 769 △419

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 215 △477

少数株主に係る四半期包括利益 554 58
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　連結の範囲の重要な変更　

　  第１四半期連結会計期間より、新たな支配権の獲得及び株式取得の結果、アクチュエータ コンポーネンツGmbH&CO.

KG他２社を連結の範囲に含めております。なお、平成23年11月１日付けでアクチュエータ コンポーネンツGmbH&CO.KG

は、イーグル アクチュエータ コンポーネンツGmbH&CO.KGに商号を変更しております。

    また重要性が増したため、EKK セールス ヨーロッパ B.V.、EKK イーグル セミコン コンポーネンツINC.他２社を

連結の範囲に含めております。

　　第２四半期連結会計期間より、イーグル インダストリー セールス (SHANGHAI) CO.,LTD.を新たに設立したため、連

結の範囲に含めております。

　　当第３四半期連結会計期間において、イーグル ホールディングジャーマニーGmbHを新たに設立したため、連結の範囲

に含めております。

　　なお、変更後の連結子会社の数は50社であります。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１．会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

２．法人税率の変更等による影響

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。この税率変更により、未払法人税等は499百万円増加し、法人税等

は同額増加しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

　１．受取手形割引高 89百万円

受取手形裏書譲渡高 2,476百万円

　

　２．　　　　　　――――――――

　

　１．受取手形割引高 63百万円

受取手形裏書譲渡高 2,413百万円

　

 ２. 期末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日

でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金

額は、次のとおりであります。

受取手形 380百万円

受取手形譲渡高 54百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四半期連
結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無
形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。　

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

    減価償却費　　　　　　　　　　3,482百万円

　　のれんの償却額　　　　　　　　  431百万円

    減価償却費　　　　　　　　　　3,608百万円

　　のれんの償却額　　　　　　　　  575百万円

　

（株主資本等関係）

　　　　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日） 

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 145 3 平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

平成22年11月９日

取締役会
普通株式 223 4.5平成22年９月30日平成22年12月６日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 322 6.5平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

平成23年11月10日

取締役会
普通株式 223 4.5平成23年９月30日平成23年12月６日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）　

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）　

　

　自動車・建

設機械業界

向け事業

一般産業

機械業界

向け事業

舶用業界

向け事業

航空宇宙

業界向け

事業

合計 調整額　

四半期連

結損益計算

書計上額

　売上高

　

　 外部顧客への売上高

　

　 セグメント間の内部売上高

　 又は振替高　

　

　　

37,493 　

　

492 　

　　

　

　

19,328 　

　

942 　

　

　

　

7,839 　

　 

6　　　　　　　

　　　

　

　

　

2,898 　

　 

－　　　　　　

　　　　

　

　

　

　67,559　

　

1,441　

　

　

　

－　

　

△1,441　

　

　

　

67,559　

　

－　

　

　計 37,985 　20,270 
　7,845　　

　

　2,898　　

　
　69,000△1,441　67,559

　セグメント利益又は損失（△） 　3,105 　2,538 　1,543　△109 　7,078　△437 　6,641

　（注）１．セグメント利益の調整額△437百万円は、セグメント間取引消去４百万円及びのれん償却△442百万円

　　　　　　であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 　（固定資産に係る重要な減損損失）

   　該当事項はありません。　

　　　

 　（のれんの金額の重要な変動）

  　 該当事項はありません。

　

 　（重要な負ののれん発生益）

　 　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）　　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：百万円）　

　

　自動車・建

設機械業界

向け事業

一般産業

機械業界

向け事業

舶用業界

向け事業

航空宇宙

業界向け

事業

合計 調整額　

四半期連

結損益計算

書計上額

　売上高

　

　 外部顧客への売上高

　

　 セグメント間の内部売上高

　 又は振替高　

　

　　

39,027 　

　

112 　

　　

　

　

20,428 　

　

829 　

　

　

　

8,391 　

　 

72　　　　　　

　　　　

　

　

　 

2,798　

　

－　

　

　

　

　70,646　

　

1,014　

　

　

　

－　

　

△1,014　

　

　

　

70,646　

　

－　

　

　計 39,140 　21,257 
　8,464　　

　
　2,798　71,661△1,014　70,646

　セグメント利益又は損失（△） 　2,013 　1,953 　1,250　△93 　5,123　△590 　4,533

　（注）１．セグメント利益の調整額△590百万円は、セグメント間取引消去32百万円及びのれん償却△622百万円

　　　　　　であります。

　　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　　該当事項はありません。

　

 　（のれんの金額の重要な変動）

    　該当事項はありません。

　

 　（重要な負ののれん発生益）

　　　該当事項はありません。

　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 72円4銭 40円53銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 3,499 1,974

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,499 1,974

普通株式の期中平均株式数（千株） 48,567 48,714

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

  当社は、平成24年２月１日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条第１項の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議し、自己株式の

取得を以下のとおり実施いたします。 

　自己株式取得に関する取締役会の決議内容

　　　（１）  取得する株式の種類

　　　　　当社普通株式

　　　（２）　取得する株式の総数

　　　　　1,000,000株（上限）

　　　（３）　取得する期間

　　　　　平成24年２月２日～平成24年３月31日

　　　（４）　取得価額の総額

　　　　　700百万円（上限）

　　　（５）　取得の方法

  　　　　　東京証券取引所における市場買付

　

２【その他】

平成23年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

（イ）中間配当による配当金の総額………………………223百万円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………4.5円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成23年12月６日

（注）平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

　

　

EDINET提出書類

イーグル工業株式会社(E01414)

四半期報告書

18/20



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月14日

イーグル工業株式会社

取締役会　御中

監査法人日本橋事務所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小倉　明　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　雅彦　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイーグル工業株式

会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から

平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行なった。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イーグル工業株式会社及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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